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【
諮
問
事
項
１
】

学
校
教
育
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
の
学
校
教

育
の
充
実
方
策
に
つ
い
て

◆
提
言
１

　

伯
耆
町
学
校
教
育
の
基
本
方
針
に
、「
確

か
な
学
力
の
定
着
」と「
人
間
力
の
向
上
」

を
据
え
、「
人
間
関
係
能
力
の
育
成
」「
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立
」「
自
立
心
の
育
成
」

そ
し
て
、「
基
礎
学
力
の
定
着
」に
重
点
的

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
。

◆
提
言
２

児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
の
学
校
教

育
の
充
実
方
策
に
つ
い
て

・
あ
る
程
度
の
学
級
規
模
が
編
制
で
き
る

よ
う
に
学
校
を
配
置
す
る
こ
と
。

◆
提
言
３

学
校
教
育
充
実
の
た
め
、次
の
具
体
的
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
。

①
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す

る
な
ど
し
て
、家
庭
の
教
育
力
を
向
上

さ
せ
る

②
地
域
協
働
に
よ
る
教
育
を
推
進
し
、地

域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る

③
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
事
業
と
し
て
、

人
間
力
向
上
に
効
果
的
な
体
験
活
動
を

提
供
す
る

④
保
小
の
連
携
と
小
中
の
連
携
を
深
め
た

系
統
的
な
指
導
と
支
援
を
実
施
す
る

⑤
発
達
段
階
ご
と
の
学
習
の
重
点
を
明
確

に
し
た
、小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る

【
諮
問
事
項
２
】

学
校
の
校
区
に
関
す
る
こ
と

◆
提
言
１

「
小
中
一
貫
教
育
」を
伯
耆
町
学
校
教
育
の

機
軸
と
し
た
上
で
、岸
本
中
学
校
と
溝
口

中
学
校
を
小
中
一
貫
教
育
の
基
幹
校
と
位

置
づ
け
、そ
れ
ぞ
れ
岸
本
小
学
校（
仮
称
）

と
溝
口
小
学
校（
仮
称
）と
の
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
す
る
こ
と
。

◆
提
言
２

・
八
郷
小
学
校
は
、岸
本
小
学
校（
仮
称
）の

分
校
と
す
る
。

・
二
部
小
学
校
と
日
光
小
学
校
は
、溝
口
小

学
校（
仮
称
）の
分
校
と
す
る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
５
年
生
か
ら
は
、全
児

童
が
本
校
で
学
習
す
る
も
の
と
す
る
。

・
小
学
校
の
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、岸
本
地

域
と
溝
口
地
域
に
、新
し
い
岸
本
小
学
校

（
仮
称
）と
溝
口
小
学
校（
仮
称
）を
創
る

と
い
う
姿
勢
を
基
本
と
す
る
。

◆
提
言
３

　
『
提
言
１
』『
提
言
２
』に
つ
い
て
は
、平

成
25
年
４
月
を
最
終
目
標
と
し
て
具
現
化

す
る
こ
と
。

◆
提
言
４

　

本
年
度
内
に
、教
育
に
精
通
し
た
専
門

家
等
に
よ
る
専
門
委
員
会
を
組
織
し
、「
伯

耆
町
の
課
題
に
対
応
し
た
小
中
一
貫
教

育
」、「
各
学
校
の
耐
震
化
の
詳
細
」、「
教
育

に
対
す
る
財
政
措
置
と
重
点
的
・
効
率
的

運
用
」に
つ
い
て
推
進
策
を
講
じ
る
こ
と
。

伯耆町の教育が
進むべき方向性

【
問
合
せ
先
】教
育
委
員
会
事
務
局　

総
務
学
事
室　

☎
６
２‐

０
９
２
７

検討会の様子（溝口公民館）

西村会長（左）から伊藤教育委
員長へ答申書が渡されました

こ
れ
ら
の
事
項
は
互
い
に
関
連
す
る
こ
と

か
ら
、先
の
専
門
委
員
会
は
、諮
問
事
項
１

の
提
言
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
、具
体
的

に
は
、答
申
の
中
で
明
示
し
た
答
申
推
進

に
当
た
っ
て
の
検
討
課
題
を
総
合
的
に
検

討
す
る
も
の
と
す
る
。

【
諮
問
事
項
３
】

　

学
校
の
校
舎
及
び
体
育
館
の
耐
震
化
等

補
強
・
改
修
に
関
す
る
こ
と

◆
提
言
１

岸
本
小
学
校 

・
体
育
館
に
つ
い
て
は
、本
年
度
内
に
改
築

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
。

・
岸
本
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
教
育
の
実

施
に
あ
た
り
、校
舎
に
つ
い
て
は
、八
郷
小

学
校
と
の
統
合
も
勘
案
し
、早
期
に
耐
震

補
強
や
改
築
に
着
手
す
る
こ
と
。

八
郷
小
学
校 

・
早
期
に
、対
象
施
設
の
耐
震
補
強
・
改
修

に
着
手
す
る
こ
と
。

二
部
小
学
校 

・
早
期
に
、対
象
施
設
の
耐
震
補
強
・
改
修

に
着
手
す
る
こ
と
。

溝
口
小
学
校 

・
溝
口
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
教
育
の
実
施

に
あ
た
り
、二
部
小
学
校
、日
光
小
学
校

と
の
統
合
も
勘
案
し
、小
中
一
貫
校
を
新

設
す
る
こ
と
。

溝
口
中
学
校 

・
溝
口
小
学
校
と
の
小
中
一
貫
教
育
の
実
施

に
あ
た
り
、小
中
一
貫
校
を
新
設
す
る
こ

と
。

TOPICS

みんなの思いをかたちに

答
申
書（
要
旨
）

伯耆町学校教育検討会のみなさん
会　長　西村　忠　（坂長）
副会長　箕矢　静人（栃原）
委　員　井上　誠行（溝口小学校）
　　　　大木　寿之（岸本）
　　　　景山　英明（金屋谷）
　　　　金田真由美（上細見）
　　　　住田　泰　（福岡）
　　　　中曽　奝至（坂長）
　　　　永井　欣也（畑池）
　　　　山西　修子（丸山）
検討会アドバイザー
　　　　矢部　敏昭
　（国立大学法人　
　　　　鳥取大学　地域学部長）

　児童生徒数が減少し続ける中、どうすれば心豊かでたくましく生きる児童生徒を育成できるかを検討するた
め設置された伯耆町学校教育検討会から、７月24日、答申書が出されました。
　検討会は、学校教育関係者や保護者、地域の方々10名とアドバイザー１名からなり、17回もの活発な協議が
行われました。その中では、広く地域や保護者の意見を反映するため、地域住民や保護者、教員あわせて
1,283人を対象としたアンケート調査や、町内５カ所での状況説明会を実施しました。また、住民の方々に関心
をもっていただくために、検討会は公開とし、議事録についても町のホームページで毎回紹介してきました。

　

答
申
書
に
は
、今
回
の
答
申
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
の
検
討
課
題
も
明
記
さ
れ
て
お

り
、新
た
に
専
門
委
員
会
を
組
織
し
、次
の

こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
提
言
し
て
い
ま
す
。

（
１
）小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て

　

小
中
一
貫
教
育
は
、全
国
的
に
も
そ
の
取

組
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。伯
耆
町
に

お
い
て
も
、小
中
学
校
間
の
連
携
で
何
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
か
を
明
確
に
し
、互
い

に
課
題
を
共
有
し
、伯
耆
町
に
適
し
た
小

中
一
貫
教
育
の
形
を
構
想
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

（
２
）小
学
校
の
分
校
化
に
あ
た
っ
て

　

答
申
で
は
、地
域
の
人
々
の
思
い
に
配
慮

し
、分
校
化
に
よ
っ
て
全
て
の
小
学
校
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
が
提
言
に
も
り
こ
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、次
の
課
題
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
多
く
の
小
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐
震
補

強
が
必
要
と
な
り
、多
大
な
財
政
負
担

と
な
り
ま
す
。教
育
の
質
の
維
持
・
向
上

に
向
け
た
予
算
配
分
等
と
あ
わ
せ
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
分
校
に
は
、管
理
職
、養
護
教
諭
、事
務

職
員
は
配
置
さ
れ
な
い
た
め
、児
童
の

健
康
管
理
や
本
校
と
の
連
絡
調
整
、学

校
管
理
等
の
課
題
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

③
学
校
は
、地
域
活
性
化
が
目
的
で
設
置

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、学
校
と
地

域
が
効
果
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
地
域

が
活
性
化
し
、学
校
は
地
域
の
拠
点
と

な
り
ま
す
。今
一
度
、「
地
域
」の
範
囲
を

考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

（
３
）地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進

　

学
校
統
合
が
進
む
と
現
在
の
各
小
学
校

で
実
施
し
て
い
る
地
域
学
習
を
す
べ
て
盛

り
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。学
校
に
お

い
て
は
、地
域
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
な
ど

学
習
素
材
の
精
選
と
重
点
化
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、公
民
館
等
に
は
、子
ど
も
た
ち
が

地
域
と
関
わ
る
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
、

「
ふ
る
さ
と
伯
耆
町
」を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

答
申
を
受
け
、教
育
委
員
会
で
は
、町
内

学
校
の
教
員
と
学
識
経
験
者
に
よ
る
学
校

教
育
検
討
専
門
委
員
会
を
早
急
に
組
織

し
、検
討
課
題
に
対
応
し
た「
伯
耆
町
学
校

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
明
確
に
し
た
上
で
、

住
民
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、住
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

対
応
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、平
成
25
年
４
月
を
目
途

に
、新
し
い
形
で
の
学
校
配
置
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

検
討
課
題

※

全
文
は
伯
耆
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。


